
東山小学校だより

平成３０年７月２４日
※ 町内配付 ７月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

いよいよ夏休み…「自由な時間」とは？いよいよ夏休み…「自由な時間」とは？
75日の授業日が今日で終わり、無事に１学期の終業式を迎えることができました。保護者、地

域の皆様には、運動会をはじめ様々な活動にご支援ご協力をいただきありがとうございました。

授業や日々の教育活動ではもちろんのこと、学校行事、地域行事、地域の方との活動、留学生と

の交流など様々な活動を通して、子どもたちは着実に成長してくれました。実は４月当初から、子

どもたちにもっと積極性や元気がほしいなぁと思うことが何度かあったのですが、今は、少しずつ

ですが「変わってきたぞ！」という実感があります。６月の終わり頃でしたでしょうか、近隣住民

の方から、「小学校は今年、活気がある感じがして良いですね」というお言葉を頂戴しました。ど

のことからそう感じられたのかは分かりませんが、地域の方からそのように見ていただいていると

いうのは、とても嬉しいことです。

さあ、明日からは、いよいよ40日間の夏休みが始まります。朝６時に起きて夜９時に寝るとす

ると１日15時間。なんと600時間になります。もちろん夏休み中にも様々な活動がありますが、

それでも子どもたちは多くの比較的自由な時間を過ごすことになります。そんなことから、終業式

で「自由」ということについて次のような話をしました。

保護者の皆様には、子どもたちの「自ら由とする過ごし方」を見守り、有意義な過ごし方を促し

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

７月は酷暑が続くとの予報が出ています。お子さんの体調、ご家族の具合にも十分ご留意いただ

き、安全で健やかな夏休みをお過ごしください。８月21日の学力サポート初日、そして９月３日

の二学期始業式で、また一回り二回り成長した子どもたちに会えることを楽しみにしています。

 
 

「自由」という言葉は中国や日本で、古くから使われていました。日本では700年前の鎌倉時代に書
かれた「徒然草」という本の一節に「自由」が載っていて、「何でもわがまま・気ままに振る舞って、
人の言うことなど聞かない」という意味で使われています。

日本語で「自由」という意味に訳される英語は「Freedam」と「Liberty」があります。150年ほど前
フリーダム リ バ テ ィ

の江戸時代の終わり頃。開国した日本に多くの英語が入ってきた時、「Freedam」はすぐ「自由」と日本
語に直されたものの、「Liberty」の方は、なかなかピタリと当てはまる日本語が見つかりませんでした。
「自主」「自尊」「自得」「寛容」などの日本語は意味としては近いけれど、どうも違う。そんな時に
「自由」という言葉が適当だと主張したのが福沢諭吉という人だと言われています。
福沢諭吉が「Liberty」という言葉の意味を細かく調べたところ，「他のものから（ああしろ・こうし

ろと）指示されたりしないで，自分の本当の心のままに行動する。」ということが分かったそうです。
そこで「Liberty」は「自由」とするのが良いと考えたのだそうです。

福沢諭吉は、「自由とは『自ら由とする』という意味だ」として、この「Liberty（リバティ）」を説
よし

明しています。「『自ら由とする』とは、『自ら＝自分が』、『由＝これで良いと納得する・原因や理由が
説明できる』こと」だと言っています。決して、「何でもわがまま・気ままに振る舞う」という意味で
はないのです。
ということは「Freedom」と「Liberty」はどちらも「自由」という意味で使われますが、そのニュア

ンスや使い方は違うということです。ちなみにアメリカのニューヨークにある「自由の女神」は英語で、
「The statue of Liberty」です。詳しい意味は、ぜひ調べてみてください。
さて、自由な時間が増える夏休みです。もし勉強や家の手伝いなどを何もせず、自由気ままにゲーム
をしたり、テレビを見ながらゴロゴロしたりして、丸一日過ごしたとしたら、「自ら由」と思えるでし
ょうか。たまにはそんな日があっても良いのかもしれませんが、長い長い夏休みです。「わがまま・気
ままに振る舞う」自由な時間ばかりを過ごすのではなく、「自分で『これで良い』と納得できる」自由
な時間を過ごし、福沢諭吉流「自ら由とする」夏休みにしてほしいと思います。



東京の中学生が東山小を訪問東京の中学生が東山小を訪問
「農村の体験学習」で川上紗衣羽さん宅に民泊していた東京

杉並区の女子中学生４名を、紗衣羽さんのお母さんが東山小に

連れてきてくださいました。ちょうど給食の時間だったので、

全校児童と顔を合わせる機会を持ちました。４名の中学生は口

々に、小千谷市そして東山地区の良さや東京のこと、中学校の

ことなどを話してくれました。その後、子どもたちから中学生

に、部活動のことや勉強、将来の夢などについてたくさん質問

が出ました。中には「好きな人はいますか」なんていう質問も

飛び出し和気藹々とした楽しい時間になりました。ハキハキと話し、質問にも誠実に答える中学生

はとても立派でした。また、いきいきと質問する東山っ子にも頼もしさを感じました。

さよならTathia（タティア）先生さよならTathia（タティア）先生
この度、約２年間に渡ってALTとして東山小にお勤めいただ

いていたタティア先生が、アメリカに帰られるということで、

20日(金)の２校時目に「フェアウェルパーティー（さよなら

会）」を行いました。天気を表す英語で席取りゲームを行い、そ

の後タティア先生へのメッセージカードの贈呈、そして先生か

らお別れのあいさつがありました。日本語の難しい言葉も交え

たあいさつの中「東山小学校へ来るのが一番の楽しみだった。

一番好きな学校だった。」という言葉に、改めてさびしさを感じ

ると共に感謝しました。最後は笑顔で一人ずつハイタッチと握手をする素敵な会となりました。

♪泳～げ、おょ～げ～ 自己ベスト続出！校内水泳記録会♪泳～げ、おょ～げ～ 自己ベスト続出！校内水泳記録会
昨日23日、校内水泳記録会を行いました。体育の授業や課外の活動で連日頑張っている姿を見

ていたので、少しでも多く練習の成果を発揮する場を作りたいという思いから、今年は３年生以上

は一人二種目まで出場できることにしました。すると、ほとんどの児童が二種目に挑戦してくれま

した。閉会式で結果を尋ねると、これまたほとんどの人が練習のタイムを上回る結果を出せたと答

えてくれました。練習を重ねて自分の限界を高めていくのは素晴らしいことです。

競技後、星野先生の指導の下「着衣泳」の体験をしました。服を着たまま泳ぐのは、手足が重く

て大変なこと。そして、もしもの時は無理して泳ぐのではなく、ペットボトルなどを使ったり、服

に空気をためて浮いて救助を待つ体験をしました。キーワードは「浮いて待て！」です。

閉会式後、28日に行われる「小学校親善水泳大会」「市民水泳大会」に出場する３～６年生を２

年生の５人が激励応援してくれました。応援を受けて、出場選手は大会でさらなる自己ベスト、そ

して入賞を目指して頑張ってくれることと思います。

応援してくれた２年生は28日の水泳大会の日、旧小千谷総合病院で開催される「闘牛写真展」

のオープニングセレモニーで、東山小学校を代表して５人だけで「闘牛の歌」を披露してくる予定

です。激励会をビ

シッと決めてくれ

た ２ 年 生 で す か

ら、当日も立派に

発表してくれるこ

とだろうと期待し

ています。


